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Paint Up Sugar の事業内容を教えてください。

亮：車のオールペイント、 塗装、そしてそのオー
ルペイントした車の販売まで手がけて、いわ
ば車のプロデューサーのようなかたちで車両
販売まで繋げていきたいと思っています。まぁ
車だけにこだわらず、 小物でも生活用品でも塗
れるものはなんでも塗るので、ご相談いただけ
ればと思います。

謙：う～ん、面白いですね～。

ペイントはいつから興味あったの ?

亮：実はボク、野沢温泉出身で、スキージャンプ
をやってたんですけれど…小学校の時、長野オ
リンピックで日本ジャンプが全盛期の時に、そ
こから興味を持ち始めて…その世代で活躍して
いた、例えば船木選手とか、岡部選手、 原田
選手とか、あの時の金メダルのメンバーなん
だけど、あの選手達って、ヘルメットを自分
の色にペイントしたんだよね。

謙：あ～やってたねー！覚えてる覚えてる。

亮：そう、船木選手だと「飛」っていう漢字とかね。
それを見て、やっぱり憧れの選手だったの

で「かっこいいなぁ」 と思っていたのがきっかけ
で、 「オレも自分でやってみよう！」ってところか
ら始まって。当時、丸見屋さんで TAMIYA の缶ス
プレーを買い漁って。地域貢献してたね（笑）

二人：ハハハハハ！
（謙：いや～その時の作品もぜひ見たいね！）

亮：オレがほとんど買ってたんじゃないかな（笑）そ
れで自分のヘルメットをペイントしたのが
ルーツ。で、高校１年の時に、 もっと本格的にペ
イントできるコンプレッサーが欲しかったから、
長電バスに乗って飯山のD2まで小遣い叩いて買
いに行って。親にはそれ買うって言えなかったか
らね（笑）
飯山日赤のバス停でコンプレッサーを持ちながら
恭平（野沢の同級生）とバスを待っていたね（笑）

謙：いや、なんか覚えてるんだよね。亮一くんが自
分のヘルメット塗ってるって記憶あるわ（笑）

亮：そう、オレの家の下、山三荘の畑なんだけれど、
その境目でオレはよくヘルメット塗ってたね（笑）

ジャンプは高校卒業後も続けたかった？

謙：ナショナルジュニアチームも入って、全中も２
番だったっけ？すげえ成績良かったじゃん。そ
のままもっと上を目指して続けたいって気持ち
はあった？

亮：高校２年、大学でもスキーを続けるかここで辞め
るかっていう時に…白馬でやっていた国体の事前
合宿で結構デカイ怪我をして、そのシーズンをだ
めにしちゃって。もう一年で（高校３年の）また
戻って来れるかっていうとき、日本のジャンプは
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長野オリンピック後の長期の低迷期だったんだよ
ね。だからナショナルチームにもなかなかスポン
サーがつかなかったし、今でいう北野建設みた
いに、選手を採用する企業もあまりなかったんだ
よ。だから正直、ジャンプを続けていてもどう
なんだろう…という不安しかなくて。だったら
夢よりも現実の方へ行こうかな、 オリンピック
に出たところでっていう、当時高校生の自分
の中にずいぶん葛藤があったんだけれど。
そんな時、塗装（ペイント）が好きだったってい
うのもあって、新潟の専門学校に行くことにして
ね。その時に三菱自動車の新車を僕ら学生が０
から１台作り上げてショーに出展するってのを経
験して、それが凄く楽しかったなぁという記憶が
ある。

謙：すげえ、キッカケがいいよね。 そういう、幼少
期の頃に憧れていたスキー選手達の影響でペイ
ントに興味持っていったていうのが。野沢的でも
あってね。

亮：そう、オレ幼少期の頃の記憶の方がデカイかも
しれない。逆に大人になってからの記憶ってあん
まりないんだよね（笑）やっぱりあの村で自然
に囲まれて自由に遊んでいたっていう記憶が
すごい強くて。

謙：オレがよく覚えてるのはさぁ…保育園の頃かな？
亮一くんちの近くに凶暴なハスキー犬いたじゃ
ん？あそこにみんなで行って、「釣り針投げて引っ
掛けようぜ！」とか言って、針と糸持っていってやっ
てたの凄え覚えてるわ～。あれ、 実際に引っか
かったらやばかったけどね（笑）
あと、冬にうち（フジヨシ）の前の川でめちゃめちゃ
デカい黒ゴイとったよね！覚えてる？

亮：あ～覚えてる！（笑）それとか健命寺の周りに泳
いでるコイ釣ったりね（笑）

（二人：ハハハハハ！）

専門学校を卒業して、すぐに UBP だったよね

亮：そう、自分の理想では ペイント関係とかショー
カーを作りたいという気持ちで専門学校に入学
したんだけれど、 実際に就職を考えたとき、 都
心部にはショーカーだとかバイクの需要もある
から、塗装の需要も当然高まるんだけれど、 長
野県に帰ってきたいという気持ちが強かった
んだよね。でも北国の方だと単車に乗っている
人も少ないし、 ちょっと変わった車に乗ってい
るという人も少なくて。だから当然そういう
ショップも少なかったりして。そういう状況の
中で、専門学校の時の担任の先生に「地元（長野）
に戻ればトヨタのでっかい板金工場もあって、
そこに卒業生も何人か行ってるけど、どうだ？」
というのを聞いて、トヨタならネームバリュー
も資本もあるし、まぁ食いっぱぐれることも無
いだろうと思って。とりあえずそこで数年働い
て、自分の技術が伴ってきてから、 いつかは
自分のやりたいことやりたいなぁ、なんて思い
ながら 20 歳の時に入社したんだけれど。

ジャンプ時代。全中 2位。

小３Jr.Jr の記録会で。左から…書かなくても分かりますね ( 笑 ) 
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そう、だから車の工場っていうと整備が基本に
なってくるかもしれないんだけれど、オレの場
合はそっちには全然興味がなくて。本当に塗
装に特化して、 塗装が好きで車業界に入って
きたみたいな感じだから、結構異質だと思うん
だよね（笑）入社してからも「オレは塗装だけ
やりに来たんで。」っていうぐらいのスタンスで
やってきたね（笑）じゃなきゃ自分の意味が無
いと思ったから。
トヨタで感じたことは、本当にお客さん目線で、
品質第一であること。ゴミ1つあっちゃいけない
とか、本当に細かい傷も気にして仕上げなければ
いけない、とか。ただ、工場
の内側にいると、対面でお客
さんと接する機会がほとんどな
くて、 お客さんの声っていうの
は全然聞こえてこない。どれだ
け自分がよくやっても「良い
声」っていうのは全然フィード
バックされずに。クレームみ
たいな、自分の手直しに対す
る声が営業マンから上がって
きて…「自分の仕事って本
当にお客さんのためになっ
てるのかな?」って葛藤す
る日々を悶々と過ごしながら
いつの間にか 10 年が過ぎ…。

ただ、このトヨタの10年は、凄い自分の基礎
的な部分を向上してくれたから感謝しかない。
で、そんな中、子どもが生まれたっていうのが非
常に大きいターニングポイントで。 子どもに教
育をする中で、自分が楽しんでいないのに…
ただやっているだけような業務なのに、子ど
もにもっと挑戦しろとか、チャレンジしろと
かていうのは、「いや、こんな自分が何言っ
てるんだろう。」みたいな。「子どもに言うくせ
に自分やってねーじゃねーか」ということを考え
てしまって。

謙：それはボクらの佐藤亮一らしくないね～。

亮：昔、自分は挑戦とか好きだったのに、とか。な
んでオレ、こんなに「らしくないこと」やってる
んだろ。だから今度は「楽しみたい」という気
持ちも強くなってきて。
あと数年前、 スキーをやっていた時の後輩である
渡部暁斗くんから「ヘルメット塗ってもらえま
せんか？」っていきなりメールが来て、「ああ、も
ちろん！やらせてくれ。」って話になって、トヨタ
の時の業務外の時間でやらせてもらってね。当
時の暁斗くんと直接、「ここどうする？」とか
一緒に話し合って自分が塗って。それをすご
い喜んでくれてさあ。それを被って世界の一
線で活躍する姿をテレビで見て、「ああやって
良かったな～！」って。そこで結局原点に戻っ
てきたんだよね。小学校の頃に TAMIYA の
缶スプレーでヘルメットをペイントしていた頃
の自分に。

前職のトヨタグループの時代、表彰旅行でハワイに連れていっても
らった。「今の自分の知識や技能、非常に重要な部分をトヨタに学
ばせてもらった。」

「渡部選手のヘルメットは黒ベースで、一見パッ
と見わからないんだけど、太陽の光が当たった
時にギラっと 毘沙門天の柄が浮き上がるやつ
なんだよ。」
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暁斗から直接、「かっこいいね！って海外の選
手から声かけられるんですよ。」って言っても
らえたのとかすごい嬉しくて。
その時に…人それぞれ喜びってあると思うん
だけれど…俺はお客さんの声を聞いて、それ
を実現するために自分の知識とか技能を発
揮して、「ありがとう。」って言ってもらえるのっ
て凄くいいなぁと。…やっぱりやりがいだよね。

謙：ああ、それはめちゃくちゃ嬉しいことだね。

休みの日何してる？（オレは知ってるけれど。）

謙：凝り性ですからね～（笑）

亮：昔から、ほんとに釣りが好きで…謙くんともよく
釣りに行ったりしたけれど…もう何歳だろうなぁ？
保育園の時からやってたのかなあ。父ちゃんが
連れて行ってくれたのがきっかけなんだけど。北
竜湖だったり千曲川だったり。当時木島駅の横に
カインズホームがあったんだけれど、そこで釣竿
買ってもらったのはすげえ覚えてる。あと野沢っ
て近所の川でニジマスとか釣れたりしたじゃん。
もう、糸だけで。ビックマウスの下の川とかすげ

え釣れてさ。

謙：そういうの面白えんだよな～。

亮：うん、一番面白いかもしれない。最近は斑尾の
希望湖とか結構…。

謙：そうそう、そういえば、また北竜湖でヘラ釣れる
ようになって知ってた！？

亮：マジで！？一時いなくなったじゃん。え！マジで！？
行こうよ！…そこでそのままキャンプしたりさあ。

謙：そう。 ビックリしてさあ。去年の秋だったかなぁ？
おっちゃん 2人で缶ビール飲みながらやってて
さあ。それが結構釣れてたんだよね。やっぱり、
ヘラいいわ…と思ったね。

亮：いいね～。…で、 その横には自分で塗った車が
置いてあってね。

謙：それ最高だね！

亮：これね…オレ、語っていいのかな（笑）

昨年、同級生「まんちゃん」の結婚式で。みんな集まりが良すぎる。
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30年来の友のインタビューは、時間の経過を感じさせることなく、むしろ幼少期か
らの映像を、より鮮明にしてくれたような気がします。同じものを見て、文字どおり
同じ釡の飯を食った彼が感じていたこと。お互いに違う道を歩んでいる今、こうし
てそれを聞けたことは、ひどく嬉しく、そして不思議な気持ちになります。
亮一君の仕事の先にある風景…。北信州の美しい景色と、お気に入りの愛車の
そばで笑うみんなの幸せそうな顔が、僕の心にも色鮮やかにペイントされてしま
いました。亮一君ありがとう！楽しかった。いいインタビューだった！

【インタビューを終えて……】

KEN TIMESをご覧のあなたに、
プレゼントです！！！

1BJOU�6Q�4VHBS
●営業時間／10：00～17：00
●定休日／日・祝（予約のみ可）
●中野市草間1044-1
◎オリジナルペイント済み車両販売
◎各種塗装、オールペイント
◎その他もご相談ください

꧅鎇��

Instagramフォローもよろしくお願いします!!

お子さま連れでご来店頂いた方に
「KENTIMESを見た！」で、
お菓子掴み取り
　　　　３回に！！
2021 年 6月末まで
通常１回を
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「ぽっぽ動物病院」
松川　恵 さん

「有限会社　丸見屋商店」
河野　晃久さん

「リフレイン福沢の癒し処」
福澤　美里 さん

「nozowa green field」
河野　健児 さん

「やよい農園」
滝沢　弥生 さん

「and sugar」
髙坂　沙也香 さん

「ambis」
福澤　龍一 さん

「翻訳家」
辛島・ジェニファー・フランセス さん

「POWERDRIVE  R117」
庚　敏久さん

「BODY CARE SALON WISH」
白石　里香子 さん

「Paint Up Sugar」
佐藤　亮一 さん

「タイコア合同会社」
ロビンソン・ガードナー さん
            　　  奈津子 さん

「山本園」
山本　亮介 さん
　　　　愛 さん

「野沢出張マッサージ
　サオリセラピイ」
齊藤　沙織 さん

ご契約者の中で「野沢・飯山をメインに事業を行なっている方」に向け
てインタビューをさせてもらっています。お客さま同士ががり合い、「地元がよ
り盛り上がっていったらいいな～」と思っています。

ご契約者のインタビュー
河野謙のホームページでご覧いただけます

バックナンバー

6月号 8月号
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